
令和５年度（第16回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

広報・教育部門
Gゼミ《新潟法律大学校下水道広報部》
行政と連携したPR実践

新潟法律大学校・新潟市

PRポイント! 取組の効果 !
①市が学生に情報と課題を提供する

「自治体広報」「下水道広報の必要性と現状」
②学校が学生にソーシャルマーケティング講義
③学生が自ら下水道広報手法を考え実践する

何もないところから学生が自らの考えで下水道広報を
考え実践する。あくまでも、学生主体で市・学校は必
要に応じて支援を実施。

① 学生の声：自らの企画を実践したことによりサス
ティナブルな社会への関心が深まった。

②  COG 審査員の声：企画部門ではなくインフラ部門
からの協働取り組みは貴重とコメントを頂く。

③高校教師の声：面白い取り組みと高い評価。
④ 市の声：学生たちの下水道のイメージが変わり嬉

しかった。さらに、発想がゆたかで感心した。

最初、私達がつくった授業はあまりにも質が低く、リハーサルではゼミの先生に「最
低だ！！」と言われてしまいました（笑）。「伝えたい気持ち」「下水道への十分な理解」
がなければ、伝わらないと考え特訓しました。結果、大好評でテンション爆上がり！
また、私達も教えることを通して下水道への理解や関心が高まり「知識のインプッ
トだけでは足りない。アウトプットこそが大切なんだ」と実感しました。これが「教
わったことを人に教える」高校総合探究授業企画をつくったきっかけです。Ｇゼミ　4年生

Key Person


